教員の成長を支援するティーチング・ポートフォリオ作成の試み by 川野 司
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科目;名 対象学年 種別・特徴・期間 開講年度・学期 受講者数
特別活動指導法(初等) 2年生 選択・専門・後期 2009~2013 年・後期 80~110 
特別活動指導法(中等) 2・3年生 選択・専門・後期 2009~2013 年・後期 40~70 
道徳教育指導法(初等) 3年生 選択・専門・前期 2009~2013 年・前期 80~110 
道徳教育指導法(中等) 3年生 選択・専門・前期 201O~2013 年・前期 80~110 
児童・進路指導 4年生 選択・専門・前期 2013年・前期 80~110 
生徒・進路指導 4年生 選択・専門・前期 2013年・前期 80~110 














































































































































付いた力 最小値 最大値 平均値 標準偏差 授業のよさ 最小値 最大値 平均値 標準偏差
特活(小) 2.87 3.42 3. 19 O. 13 特活(小) 2.69 3.60 3. 19 0.28 
特活(中) 3.03 3.61 3.32 O. 15 特活(中) 2. 79 3. 73 3.32 0.27 
道徳(小) 2. 71 3.28 3.04 O. 16 道徳(小) 2.55 3.40 3.04 0.24 
道徳(中) 2.80 3.20 3.09 0.11 道徳(中) 2.68 3.36 3.09 0.24 
表5ケースメソッド授業は教員養成に有効か
教員養成 最小値 最大値 平均値 標準偏差
特活(小) 3. 19 3.35 3.30 0.07 
特活(中) 3.09 3.55 3.35 O. 15 
道徳(小) 2.94 3.21 3.05 0.09 















































































またTPに関する学生への説明は、 f1プロロー グ」、 fTPとは何か」、 f2教育の責任」、 f3








①明るい ②のんびり ③気分や ④気配り ⑤ユーモア ⑥クール
⑦慎重 ⑧社交的 ⑨個性的 ⑩目立ちたがり
問2 ティーチング・ポートフォリオ (TP)が理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問3 r教育の責任」が理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問4 教育の理念」が理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問5 教育の方法」が理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問6 教育の成果」が理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問7 今後の教育の目標」が理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問8 あなたは授業説明のプレゼンが理解できましたか?
①できた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった
問9 授業説明を聞いて、あなたのこれまでの学習が変わると思いますか?
①変わる ②やや変わる ③あまり変わらない ④変わらない
問10 あなたはケースメソッド授業に興味関心がありますか?
①ある ②やゃある ③あまりない ④ない
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ややできた ~ 63% ややできた 59同
n=106 
できf;かった 0'1， 













できた 30.2% できた 占31.1判
ややできた 甜.5% ややできた 60.4悦













































Information about creating a teaching portfolio 
Tsukasa KA WANO 
Department of Education and psychology， Faculty of 
Humanities， Kyushu Women's University 
1-1 Jiyugaoka Yahatanishiku， Kitakyushushi Fukuoka 807-8586 Japan 
Abstract 
Currently， assessment of personnel recruitment and faculty， isto those around the 
research achievements of faculty itself. However，出eteacher evaluation，世lereis 
opinion that should be added eva1uation of teachers themselves involved in education 
on the one hand In the future， axis foot would not be going to move to the point of 
view of performance eva1uation釘ldeducation teacher eva1uation. Interest because he 
has come to be held and changes in the socia1 environment surrounding the University 
One of the reasons，仕lediversification of students to enroll in college. Therefore， we 
decided to think about teaching portfolios create出eirown opportunity in出atit has 
joined the workshop of teaching portfolio. 
